
ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値（時点） 区分 進捗状況・今後の対応

第
一
階
層

大学等と民間企業との共
同研究件数・受入金額
（2013年度：18千件、390億
円）

2013年度比
1.3倍（2018年
度）
2013年度比
1.5倍
（2020年度）

共同研究件数：21千件
受入金額：467億円
（2015年度）
（2013年度比約1.2倍）

A ―

第
二
階
層

企業から大学等・公的研
究機関への研究費総額
（2014年度：約1,151億円
（Ａ））

Ａ比1.3倍
（2018年度）
Ａ比1.5倍
（2020年度）

A比1.05倍
（2015年度：1,209億円） B

―

世界大学ランキング：2018、
2020 、 2023年を通じて、
トップ100に我が国大学10
校以上とする

ランキング
トップ100に我
が国大学10
校（2023年）

２校（Times Higher Education
「World University Ranking 
2018」）、５校（QS「World 
University Rankings 2018」）等

Ｂ ―

第３期国立大学法人中期
目標・計画の達成状況に
ついて、2019年度暫定評
価において達成見込みを
確認し、2021年度に中期
目標を全法人において達
成することを目標とする、
など高等教育の質の向上
を図る

86法人（2021
年度末）

―
（全ての法人について2016年

３月に第３期中期目標・中期計
画の提示・認可が行われてい
る）

Ｆ

第３期中期目標・中期計画
の達成状況について、
2019年度までについての

暫定評価において達成見
込みを確認する
（2016年４月より第３期中
期目標期間が開始）

重要課題：②民間資金の導入促進

改革項目：ⅰ. 国立大学法人運営費交付金を重点配分するインセンティブ導入

改革工程
改革工程の進捗

進捗状況 今後の進展について

国立大学法人運営費交付金を重
点配分するインセンティブ導入

「国立大学経営力戦略」に基づき、国立大
学法人第３期中期目標期間（平成28～33

年度）における国立大学法人運営費交付
金において、機能強化に積極的に取り組
む国立大学に対し、その機能強化の方向
性に応じて、重点配分する仕組みを導入

各大学の取組構想の進捗状況を確
認、民間資金の獲得割合の上昇も
一つの指標とするなど、各大学が設
定した評価指標を用いて評価の上、
予算配分における重点支援に反映

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況
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ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値（時点） 区分 進捗状況・今後の対応

第
一
階
層

大学等と民間企業との共
同研究件数・受入金額
（2013年度：18千件、390億
円）

2013年度比1.3
倍（2018年度）
2013年度比1.5
倍（2020年度）

共同研究件数：21千件
受入金額：467億円
（2015年度）
（2013年度比約1.2倍）

Ａ —

第
二
階
層

企業から大学等・公的研究
機関への研究費総額
（2014年度：約1,151億円
（Ａ））

Ａ比1.3倍
（2018年度）
Ａ比1.5倍
（2020年度）

A比1.05倍
（2015年度：1,209億円）

Ｂ

世界大学ランキング：2018、
2020 、 2023年を通じて、
トップ100に我が国大学10
校以上とする

ランキングトッ
プ100に我が国
大学10校（2023
年）

２校（Times Higher Education
「World University Ranking 
2018」）、５校（QS「World 
University Rankings 2018」）等

Ｂ ―

第３期国立大学法人中期
目標・計画の達成状況に
ついて、2019年度暫定評
価において達成見込みを
確認し、2021年度に中期
目標を全法人において達
成することを目標とする、
など高等教育の質の向上
を図る

86法人（2021年
度末）

―
（全ての法人について2016年３

月に第３期中期目標・中期計
画の提示・認可が行われてい
る）

Ｆ

第３期中期目標・中期計
画の達成状況について、
2019年度までについて

の暫定評価において達
成見込みを確認する
（2016年４月より第３期
中期目標期間が開始）

重要課題：②民間資金の導入促進

改革項目：ⅱ. 国立大学の財源の多様化

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況

改革工程
改革工程の進捗

進捗状況 今後の進展について

各国立大学において産
学連携を総合的に企画
推進する環境を整備

「産学官連携による共同研究強化のための
ガイドライン」を策定（2016年11月30日）

産学共創プラットフォーム共同研究推進プ
ログラム（OPERA）を通じ、大学にインセン
ティブを付与するなどして、産学連携ガイ
ドラインに係る先進的な取組を加速させる

産学官連携推進上のリ
スク要因を考慮し、共
同研究等に関する戦略
を策定

「産学官連携による共同研究強化のための
ガイドライン」を策定（2016年11月30日）
共同研究契約に係る技術流出防止等に関す
る事務処理参考資料を整理（2017年3月）

左記の取組について普及啓発を全国的に推
進するとともに、知的財産のマネジメント
についてイノベーションの推進を図る観点
から契約交渉モデルの検討を進める

国立大学における余裕
金の運用範囲の拡大、
収益を伴う事業の範囲
の明確化

国立大学法人等の資産の有効活用を図る
ための措置等を内容とする国立大学法人法
の改正を踏まえ、認可認定に対する基準を
策定

国立大学法人等が実施することのできる
「収益を伴う事業」の明確化について通知を
発出（2016年３月31日）

国立大学法人等が株式等を取得・保有でき
る場合の要件を緩和した通知を発出（2017
年８月１日）

法改正により可能となった国立大学法人等
の資産の有効活用が図られるよう大学の取
組を支援

国立大学法人等に対する評価性資産の寄
附に係る税制改正を要望（平成30年度税制
改正要望）

大学と民間企業等との
共同研究における間接
経費の在り方について
検討

「産学官連携による共同研究強化のための
ガイドライン」を策定（2016年11月30日）

産学共創プラットフォーム共同研究推進プ
ログラム（OPERA）を通じ、大学にインセ
ンティブを付与するなどして、産学連携ガ
イドラインに係る先進的な取組を加速させ
る
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ＫＰＩ
目標値

（達成時期）

ＫＰＩの進捗

実績値（時点） 区分 進捗状況・今後の対応

第
一
階
層

応用研究向け研究費制度
へのマッチングファンド型の
適用状況

2020年度まで
増加傾向

7制度（2016年度の研究費制
度）

Ａ
制度の適用状況を年度
毎に確認予定

大学等と民間企業との共同
研究件数・受入金額（2013
年度：18千件、390億円）

2013年度比1.3
倍（2018年度）
2013年度比1.5
倍（2020年度）

共同研究件数：21千件
受入金額：467億円
（2015年度）
（2013年度比約1.2倍）

Ａ —

第
二
階
層

企業から大学等・公的研究
機関への研究費総額（2014
年度：約1,151億円（Ａ））

Ａ比1.3倍
（2018年度）
Ａ比1.5倍
（2020年度）

A比1.05倍
（2015年度：1,209億円）

Ｂ

世界大学ランキング：2018、
2020 、 2023年を通じて、
トップ100に我が国大学10校
以上とする

ランキングトッ
プ100に我が国
大学10校（2023
年）

２校（Times Higher Education
「World University Ranking 
2018」）、５校（QS「World 
University Rankings 2018」）等

Ｂ ―

第３期国立大学法人中期目
標・計画の達成状況につい
て、2019年度暫定評価にお
いて達成見込みを確認し、
2021年度に中期目標を全法
人において達成することを
目標とするなど高等教育の
質の向上を図る

86法人
（2021年度末）

―
（全ての法人について2016年３

月に第３期中期目標・中期計
画の提示・認可が行われてい
る）

Ｆ

第３期中期目標・中期計
画の達成状況について、
2019年度までについて

の暫定評価において達
成見込みを確認する
（2016年４月より第３期
中期目標期間が開始）

重要課題：②民間資金の導入促進

改革項目：ⅲ. マッチングファンド型制度の適用加速

改革工程

改革工程の進捗

進捗状況 今後の進展について

マッチングファンド型制度の推進
「産学官連携による共同研究強化のためのガイ
ドライン」を策定（2016年11月30日）

科学技術イノベーション総合戦
略等に基づき推進

民間から大学等・公的機関への研
究費流入を促進

「科学技術イノベーション官民投資拡大イニシア
ティブ」の具体化に必要な予算の確保、税制改
正、法改正に向けた検討等の取組を推進

引き続き、当該イニシアティブ
の具体化に向けた取組を推進

ＫＰＩの状況

改革工程の進捗状況
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